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(57)【要約】
　コネクタ部材（１、３）のためのアセンブリは、コネ
クタハウジング（１０、３０）と、前記コネクタハウジ
ング（１０、３０）に接続可能であるコンタクトインサ
ート（２、４）とを有しており、前記コンタクトインサ
ートは、電気絶縁材料から成る絶縁体（２０、４０）を
有しており、前記絶縁体は、差し込み方向（Ｅ）に沿っ
て差し込まれることによって、相手側コネクタ部材（３
、１）と接続可能である差し込み部分（２０６、４０６
）を構成しており、前記差し込み部分には、少なくとも
１つの電気的接触要素（２２、４２）が、前記相手側コ
ネクタ部材（３、１）の配設された相手側接触要素（４
２、２２）と電気的に接触するために配置されている。
付加的に、前記絶縁体（２０、４０）に配置された接地
要素（２３、２４、２５、４３、４４）が設けられてお
り、前記接地要素は、ハウジング接触部分（２３１、２
４２、２５２、４３１、４４２）を有しており、前記差
し込み部分（２０６、４０６）に配置された接地接触要
素（２２０、２３０、４２０、４３０）と、前記相手側
コネクタ部材（４、２）との接地接触のために電気的に
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　コネクタハウジング（１０、３０）と、前記コネクタハウジング（１０、３０）に接続
可能であるコンタクトインサート（２、４）とを有するコネクタ部材（１、３）のための
アセンブリであって、前記コンタクトインサートは、電気絶縁材料から成る絶縁体（２０
、４０）を有しており、前記絶縁体は、差し込み方向（Ｅ）に沿って差し込まれることに
よって、相手側コネクタ部材（３、１）と接続可能である差し込み部分（２０６、４０６
）を構成しており、前記差し込み部分には、少なくとも１つの電気的接触要素（２２、４
２）が、前記相手側コネクタ部材（３、１）の配設された相手側接触要素（４２、２２）
と電気的に接触するために配置されているアセンブリにおいて、
　前記絶縁体（２０、４０）に配置された接地要素（２３、２４、２５、２６、２７、２
８、２９、４３、４４）が設けられており、前記接地要素は、ハウジング接触部分（２３
１、２４２、２５２、２６１、２７１、２８１、２９１、４３１、４４２）を有しており
、前記差し込み部分（２０６、４０６）に配置された接地接触要素（２２０、２３０、４
２０、４３０）と、前記相手側コネクタ部材（４、２）との接地接触のために電気的に接
続されており、前記ハウジング接触部分（２３１、２４２、２５２、２６１、２７１、２
８１、２９１、４３１、４４２）は、前記コンタクトインサート（２、４）が前記コネク
タハウジング（１０、３０）に接続されている場合に、前記コネクタハウジング（１０、
３０）と電気的に接触するように構成されていることを特徴とするアセンブリ。
【請求項２】
　前記絶縁体（２０、４０）が、一体的に成形されていることを特徴とする、請求項１に
記載のアセンブリ。
【請求項３】
　前記接地接触要素（２２０、２３０、４２０、４３０）が、前記差し込み方向（Ｅ）に
沿って延在しており、プラグイン接続の際に、前記差し込み方向（Ｅ）に沿って接地しな
がら、前記相手側コネクタ部材（３、１）に接触することを特徴とする、請求項１又は２
に記載のアセンブリ。
【請求項４】
　前記ハウジング接触部分（２３１、２４２、２６１、２７１、２８１、２９１、４３１
、４４２）が、平面的に、前記差し込み方向（Ｅ）に対して横に延在する平面に沿って延
在していることを特徴とする、請求項１から３のいずれか一項に記載のアセンブリ。
【請求項５】
　前記ハウジング接触部分（２３１、２４２、２６１、２７１、２８１、２９１、４３１
、４４２）が、前記コンタクトインサート（２、４）を前記コネクタハウジング（１０、
３０）に機械的に固定するために、少なくとも１つの固定位置（２３２、２４３、２６２
、２７２、２８２、２９２、４３２、４４３）を有していることを特徴とする、請求項１
から４のいずれか一項に記載のアセンブリ。
【請求項６】
　前記ハウジング接触部分（２４２、２６１、２７１、２８１、２９１、４４２）が、前
記絶縁体（２０、４０）の、前記差し込み方向（Ｅ）に対して横に延在する、支持しなが
ら前記コネクタハウジング（１０、３０）と作用的に接続可能である固定部分（２０２、
４０２）の領域に配置されていることを特徴とする、請求項１から５のいずれか一項に記
載のアセンブリ。
【請求項７】
　前記接地接触要素（２３０）が、前記差し込み部分（２０６）の外側面上に延在してお
り、コーディングのために、前記差し込み部分（２０６）から、前記差し込み方向（Ｅ）
に対して横に突出しているか、又は、前記差し込み部分（４０６）の内側面において、コ
ーディング要素（４０１）の領域に配置されていることを特徴とする、請求項１から６の
いずれか一項に記載のアセンブリ。
【請求項８】
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　前記接地接触要素（２３０、４３０）が、前記接地要素（２３、４３）に一体的に成形
されていることを特徴とする、請求項７に記載のアセンブリ。
【請求項９】
　前記接地接触要素（２２０、４２０）が、前記差し込み部分（２０６、４０６）によっ
て囲まれていることを特徴とする、請求項１から６のいずれか一項に記載のアセンブリ。
【請求項１０】
　前記接地接触要素（２２０、４２０）が、前記接地要素（２４、２５、２６、２７、２
８、２９、４４）とは別個の要素として、前記差し込み部分（２０６、４０６）内部に配
置されていることを特徴とする、請求項９に記載のアセンブリ。
【請求項１１】
　前記接地要素（２２０、４２０）が、前記接地接触要素（２２０、４２０）と電気的に
接続するための接触部分（２４５、２６３、２７３、２８３、２９３、４４５）を有して
おり、前記接触部分は、接続部分（２４０、２６０、２７０、２８０、２９０、４４０）
を通じて、前記ハウジング接触部分（２４２、２６１、２７１、２８１、２９１、４４２
）に接続されていることを特徴とする、請求項９又は１０に記載のアセンブリ。
【請求項１２】
　前記接触部分（２４５、２６３、２７３、２８３、２９３、４４５）が、前記接続部分
（２４０、２６０、２７０、２８０、２９０、４４０）に対して曲げられており、及び／
又は、前記接続部分（２４０、２６０、２７０、２８０、２９０、４４０）が、前記ハウ
ジング接触部分（２４２、２６１、２７１、２８１、２９１、４４３）に対して曲げられ
ていることを特徴とする、請求項１１に記載のアセンブリ。
【請求項１３】
　前記接続部分（２６０、２７０、２８０、２９０）が、前記絶縁体（２０）の本体部分
（２０８）を取り囲んでいることを特徴とする、請求項１１又は１２に記載のアセンブリ
。
【請求項１４】
　前記接触部分（２６３、２７３、２８３、２９３）が、弾性を有するように構成されて
おり、電気的に接触するように、前記接地接触要素（２２０）に接していることを特徴と
する、請求項１１から１３のいずれか一項に記載のアセンブリ。
【請求項１５】
　２つの接地要素（２７、２８）がそれぞれ、ハウジング接触部分（２７１、２８１）と
、接続部分（２７０、２８０）を通じて前記ハウジング接触部分（２７１、２８１）に接
続された接触部分（２７３、２８３）とを有して前記絶縁体（２０）に配置されており、
共に前記接地要素（２２０）に接触することを特徴とする、請求項１１から１４のいずれ
か一項に記載のアセンブリ。
【請求項１６】
　前記接地要素（２４）が、前記絶縁体（２０）の材料によってインサート成形されてい
るか、又は、金属射出成形部品として、前記絶縁体（２０）上に成形されていることを特
徴とする、請求項１から１５のいずれか一項に記載のアセンブリ。
【請求項１７】
　前記接地要素（２５）が、前記絶縁体（２０）に接続されたカバー要素（２１）に接し
て配置されていることを特徴とする、請求項１から１５のいずれか一項に記載のアセンブ
リ。
【請求項１８】
　前記カバー要素（２１）が、前記差し込み部分（２０６）に背向する端部において、前
記絶縁体（２０）に取り付けられていることを特徴とする、請求項１７に記載のアセンブ
リ。
【請求項１９】
　前記接地要素（２５）が、前記カバー要素（２１）と前記絶縁体（２０）との間に保持
されていることを特徴とする、請求項１７又は１８に記載のアセンブリ。
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【請求項２０】
　前記接地要素（２５）が、前記カバー要素（２１）の材料によってインサート成形され
ていることを特徴とする、請求項１７又は１８に記載のアセンブリ。
【請求項２１】
　前記接地要素（２５）の前記ハウジング接触部分（２５２）が、前記差し込み方向（Ｅ
）に対して横に、前記カバー要素（２１）へ突出していることを特徴とする、請求項１７
から２０のいずれか一項に記載のアセンブリ。
【請求項２２】
　前記接地要素（２５）が、前記差し込み方向（Ｅ）に対して横に延在する接続部分（２
５０）を有しており、前記接続部分には、前記ハウジング接触部分（２５２）と、前記接
地接触要素（２２０）と電気的に接続するための、前記接続部分（２５０）に配置された
接触タブ（２５１）とが配置されていることを特徴とする、請求項１７から２１のいずれ
か一項に記載のアセンブリ。
【請求項２３】
　前記ハウジング接触部分（２５２）が、前記差し込み方向（Ｅ）に対して横に弾性を有
していることを特徴とする、請求項１から２２のいずれか一項に記載のアセンブリ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、請求項１のおいて書きに記載のコネクタ部材のためのアセンブリに関する。
【背景技術】
【０００２】
　当該アセンブリは、コネクタハウジングと、当該コネクタハウジングに接続されたコン
タクトインサートとを含んでおり、当該コンタクトインサートは、電気絶縁材料から成る
絶縁体を有している。当該絶縁体は、差し込み部分を形成しており、当該差し込み部分は
、差し込み方向に沿って差し込まれることによって、相手側コネクタ部材と接続され得る
。絶縁体にはさらに、１つ又は複数の電気的接触要素が、例えば接触ピン又は接触ソケッ
トの形状で配置されており、当該電気的接触要素は、相手側コネクタ部材の配設された相
手側接触要素と電気的に接触するために用いられ、コネクタ部材と相手側コネクタ部材と
のプラグイン接続に際して、差し込まれることによって、相手側接触要素と接触する。
【０００３】
　様々なモジュール式の絶縁体を、コネクタ部材のコネクタハウジング内で用いることに
よって、実に様々な嵌合面と、実に様々な性質の接触要素とを有する、実に様々なコネク
タ部材を供給することが可能になる。
【０００４】
　単純で軽いコネクタ部材の場合、コネクタハウジングは、プラスチックから形成されて
いてよいが、特に重く、使用に際して特に大きな負荷がかかるコネクタ部材の場合は、金
属製のコネクタを用いると有利である。しかしながら、金属製のコネクタハウジングが用
いられる場合も、コネクタハウジングにおける導電性が、例えば過電圧が生じた場合に、
欠点と、場合によっては安全性リスクとにつながらないように配慮すべきである。
【０００５】
　特許文献１から知られたコネクタ部材の場合、コンタクトインサートは、コネクタハウ
ジング内に配置されており、コネクタハウジングには、接地接触要素（いわゆるＰＥコン
タクト）も設けられている。
【０００６】
　特許文献２から知られたコネクタ部材の場合、絶縁体は、コネクタ部材ハウジング内に
含まれている。絶縁体には、接地接続接触要素が配置されており、接地接続接触要素は、
接触薄板を介して、コネクタ部材ハウジングと接続可能である。
【０００７】
　特許文献３からは、コンタクトモジュールを受容するためのモジュールフレームを有す
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るコンタクトインサートを有するコネクタ部材が知られている。モジュールフレームには
、接地接触要素が配置されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】独国実用新案第２０２００６００３２０４号明細書
【特許文献２】独国特許出願公開第１０２０１００２２６９０号明細書
【特許文献３】独国特許出願公開第１０２０１２０１６７２５号明細書
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　本発明の課題は、容易かつ有利な方法で、金属製のコネクタハウジングの使用を可能に
するような、コネクタ部材のためのアセンブリを供給することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本課題は、請求項１に記載の特徴を有する物によって解決される。
【００１１】
　それによると、アセンブリは、絶縁体に配置された接地要素を有しており、当該接地要
素は、ハウジング接触部分を有しており、差し込み部分に配置された接地接触要素と、相
手側コネクタ部材との接地接触のために、電気的に接続されており、ハウジング接触部分
は、コンタクトインサートがコネクタハウジングに接続されている場合に、コネクタハウ
ジングと電気的に接触するように構成されている。
【００１２】
　それによると、コンタクトインサートがコネクタハウジングにはめ込まれている場合、
コネクタハウジングは接地に取り込まれる。これは、一方ではコネクタハウジングの電気
的接触のためのハウジング接触部分を有し、他方では接地接触要素に電気的に接続されて
いる接地要素を通じて行われ、その結果、接地要素を通じて、コネクタハウジングと接地
接触要素との間に電気的接続が存在している。接地線が接続され得る接地接触要素は、コ
ネクタ部材と相手側コネクタ部材とのプラグイン接続の際に、相手側コネクタ部材と接地
接触に至り、それによって、コネクタ部材と相手側コネクタ部材とに、同じ接地電位が存
在する。
【００１３】
　絶縁体は、好ましくは、例えばプラスチック材料から、一体的に成形されている。当該
絶縁体は、電気絶縁作用を有し、このような方法で、絶縁体に配置された接触要素を、好
ましくは導電性材料から構成されたコネクタハウジングから絶縁する。
【００１４】
　接地要素の使用によって、容易な方法で、コネクタハウジングとの接地接触が行われ得
る。例えば、コンタクトインサートをコネクタハウジングにはめ込む際、接触が自動的に
形成され得るので、接地接触を形成するための付加的な取り付けステップは不要である。
【００１５】
　一実施形態において、接地接触要素は、差し込み方向に沿って延在し、コネクタ部材と
相手側コネクタ部材とが互いにプラグイン接続する際に、差し込み方向に沿って接地しな
がら、相手側コネクタ部材の配設された相手側接触要素に接触する。従って、コネクタ部
材と相手側コネクタ部材とのプラグイン接続に際して、接地接触要素は、配設された相手
側コンタクト上に重ねられ、それによって接地接触を形成する。
【００１６】
　一実施形態において、ハウジング接触部分は、差し込み方向に対して横に延在する平面
に沿って平面的に延在している。従って、ハウジング接触部分は、接触面を提供し、当該
接触面は、コンタクトインサートがはめ込まれる際に、コネクタハウジングに平面で接し
、さらに、接地要素とコネクタハウジングとの電気的接触を形成する。
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【００１７】
　別の実施形態によると、ハウジング接触部分には、コンタクトインサートをコネクタハ
ウジングに機械的に固定するために、少なくとも１つの固定位置が配置されていてよい。
この場合、ハウジング接触部分は、接地要素とコネクタハウジングとの電気的接触だけで
はなく、コンタクトインサートのコネクタハウジングとの機械的な固定にも用いられる。
【００１８】
　ハウジング接触部分は、例えばフランジとして構成され、絶縁体から突出していてもよ
い。従って、ハウジング接触部分を通じて、一方では、接地要素とコネクタハウジングと
の電気的接触が行われ、他方では、コネクタハウジング内でのコンタクトインサートの機
械的な固定が行われ得る。
【００１９】
　別の実施形態では、ハウジング接触部分は、差し込み方向に対して横に延在する、支持
しながらコネクタハウジングと作用的に接続可能である絶縁体の固定部分の領域に配置さ
れていてよい。絶縁体の固定部分は、例えばレッジ（例えば段の形状）として、絶縁体上
に成形可能であり、コンタクトインサートがコネクタハウジングにはめ込まれる場合は、
コネクタハウジングに支持され得るので、固定部分を通じて、コネクタハウジング内での
コンタクトインサートの機械的な固定が形成され得る。ハウジング接触部分が、固定部分
の領域に配置されていることによって、コネクタハウジングにコンタクトインサートがは
め込まれる場合に、接地要素のハウジング接触部分とコネクタハウジングとの間に電気的
接触が存在することが保証されている。この場合、ハウジング接触部分は、例えばフラン
ジとして構成され、絶縁体の固定部分に取り付けられていてよい。しかしながら、ハウジ
ング接触部分が例えば絶縁体の固定部分にはめ込まれていることも考えられる。
【００２０】
　接地要素、及び、接地要素に接続される接地接触要素の、実に様々な変型例が考えられ
、かつ、存在し得る。
【００２１】
　第１の変型例では、接触要素は、例えばコーディングという付加的な機能を負っていて
よい。コーディングとは、コネクタ部材が所定の位置及び方向においてのみ差し込まれ、
相手側コネクタ部材と接続され得ることを保証する、コネクタ部材の差し込み部分の金型
部分であると理解される。このようなコーディングは、例えば差し込み方向に沿って延在
するウェブによって形成可能であり、当該ウェブは、不均等に分散して差し込み部分に配
置されており、それによって、コネクタ部材の、配設された相手側コネクタ部材に対する
、位置及び方向に関して正しい取り付けを強制する。
【００２２】
　接地接触要素が、コーディングという付加的機能を担う場合、いわゆるオスのコネクタ
部材においては、接地接触要素は、例えば差し込み部分の外側面上に延在し、コーディン
グのために、差し込み方向に対して横に、差し込み部分から突出していてよい。その際、
接地接触要素は、好ましくは差し込み方向に沿って、差し込み部分上に延在しており、そ
れによって、接地接触要素は、差し込み部分の外側に、突出するウェブを形成し、当該ウ
ェブは、配設された相手側コーディングとのプラグイン接続に際して、相手側コネクタ部
材の面と係合させられ得る。
【００２３】
　代替的に、いわゆるメスのコネクタ部材においては、接地接触要素は、差し込み部分の
内側面でも、コーディング要素の領域に配置されていてよい。やはり、接地接触要素は、
コーディングの構成要素であり、例えば径方向に内側に向かって突出する差し込み部分上
のウェブの間に延在し得る。
【００２４】
　この変型例では、接地接触要素は、例えば接地接触要素上に一体的に成形されており、
それによって、接地接触要素は、例えば差し込み部分に沿って、ピン状に、接地要素から
延在している。
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【００２５】
　別の変型例では、接地接触要素は、差し込み部分によって囲まれている。この場合、接
地接触要素は、例えば接地要素とは別の要素として、差し込み部分内に配置されており、
例えば差し込み部分に、機械的に保持されており、例えば差し込み部分に固定されている
。この場合、接地接触要素は、例えば接触ピン又は接触ソケットとして構成されていてよ
く、コネクタ部材と相手側コネクタ部材とが互いにプラグイン接続される場合、相手側コ
ネクタ部材の配設された相手側接触要素と電気的接触を伴う接続に至る。
【００２６】
　この場合、接地要素は、差し込み部分の内部に配置された接地接触要素と、絶縁体を包
囲するコネクタハウジングとの電気的接続に用いられる。接地要素は、例えば、接地接触
要素との電気的接続のための接触部分を有することが可能であり、当該接触部分は、接続
部分を通じて、ハウジング接触部分に接続されている。当該接触部分は、接地接触要素と
電気的に接続されており、例えば接地接触要素が貫通して延在する開口部を有し得る。当
該接続部分は、例えば電流バーの形状を有しており、接触部分と、接地要素のハウジング
接触部分との間に、導電性の接続を形成している。
【００２７】
　その際、一実施形態において、接触部分は接続部分に対して、及び／又は、接続部分は
ハウジング接触部分に対して曲げられていてよい。例えば、ハウジング接触部分が、差し
込み方向に対して横に延在する平面に沿って平面的に延在する一方で、接続部分は、例え
ば差し込み方向と、差し込み方向に対して横に向けられた横方向とによって形成される平
面に沿って延在していてよい。当該接続部分は、複数回にわたって折り曲げられる、及び
／又は、曲げられていてもよい。
【００２８】
　例えば、接続部分は、ハウジング接触部分と接触部分との間に延在し、その際に絶縁体
の本体部分を、例えばコンタクトインサートの１つ又は複数の接触要素が保持されている
本体部分を包囲することが可能である。ハウジング接触部分は、例えばフランジ様に、差
し込み方向に対して横に延在し得る。接続部分は、例えば電流バー様に、ハウジング接触
部分と接触部分との間の接続と、それによって、接地接触要素との接続を形成し得る。
【００２９】
　一実施形態では、接地要素を接地接触要素と接続している接触部分は、弾性を有するよ
うに構成されており、電気的に接触するように接地接触要素に接している。従って、当該
接触部分は、弾性スイッチ様に構成されており、接地接触要素と接地要素との間に電気的
接触を形成するために用いられる。
【００３０】
　接地要素は、例えば２つの、例えば互いに向かい合う接触部分を有しており、当該接触
部分は、接地接触要素を自身の間に受容し、従って、接地接触要素との電気的接触を形成
する。
【００３１】
　別の実施形態では、２つの接地要素が設けられており、当該接地要素はそれぞれ、ハウ
ジング接触部分と、接続部分を通じて当該ハウジング接触部分に接続された接触部分とを
有しており、例えば絶縁体の向かい合う面に配置されている。その際、接地要素の接触部
分が、自身の間に接地接触要素を受容し、このような方法で、接地接触要素と両方の接地
要素との電気的接触を形成することによって、接地要素は、接地接触要素に共に接触する
。
【００３２】
　各接地要素は、そのハウジング接触部分で、絶縁体の固定部分に配置され、配設された
固定部分に支持されていてよい。
【００３３】
　一実施形態において、接地要素は、取り付け部材として、コンタクトインサートの絶縁
体に取り付けられている。取り付けられた位置において、接地要素は、例えば形状接続的
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に絶縁体に保持されている。
【００３４】
　別の実施形態において、接地要素は、絶縁体の（プラスチック）材料によってインサー
ト成形されていてよく、この場合、ハウジング接触部分は、コネクタハウジングとの接触
のために露出しており、接触部分もまた、接地接触要素との接触のために露出しており、
それによって、電気的接続が形成され得る。従って、接地要素は、絶縁体の製造の際に、
射出成形型にはめ込まれ、射出成形によって、材料がインサート成形される。
【００３５】
　やはり別の実施形態では、接地要素は、金属射出成形部品として、絶縁体上に成形され
ていてもよい。このような金属射出成形部品は、絶縁体の凹部に金属合金を噴射すること
によって、絶縁体上に直接製造され得る。このために、例えば融点の低い共晶合金が使用
され得る。代替的に、このような金属射出成形部品のプレキャストを形成し、その後で、
絶縁体を形成するために、（プラスチック）材料でインサート成形するか、又は、改鋳す
ることも可能である。
【００３６】
　別の、場合によっては接地要素の製造に使用可能である製造方法として、微細な金属粉
末が有機結合剤と混合され、成形される金属粉末射出成形法（英語のMetal Injection Mo
uldingからＭＩＭ）も考慮される。続いて行われる焼結によって、接地要素は圧縮され、
それによって、高密度の固体の金属部材が得られ、当該金属部材は次に、絶縁体の材料で
、インサート成形され得る。
【００３７】
　再び別の実施形態では、接地要素は、絶縁体に接続されたカバー要素上に配置されてい
てよい。当該カバー要素は、例えば、差し込み部分から背向する絶縁体の端部に取り付け
られていてよく、例えば固定するように絶縁体に接続された固定プレートを通じて、例え
ば絶縁体と形状接続的に接続されていてよい。カバー要素によって、例えば接触要素が絶
縁体上に保持され、絶縁体に対して支持され得る。
【００３８】
　その際、接地要素は、カバー要素と絶縁体との間に形状接続的に保持されていてよい。
このために、接地要素は、例えばカバー要素上に受容されていてよく、それによって、カ
バー要素が絶縁体上に取り付けられる場合に、接地要素が、カバー要素と絶縁体との間に
位置するようになり、従って、絶縁体に対して位置を固定して保持されている。
【００３９】
　代替的に、接地要素は、例えばカバー要素の材料によってインサート成形されていてよ
い。この場合、カバー要素は、（プラスチックからの）射出成形によって成形されており
、射出成形に際して、接地要素が、射出成形型にはめ込まれ、カバー要素の材料によって
インサート成形される。
【００４０】
　接地要素は、例えば差し込み方向に対して横に、カバー要素へ突出することが可能であ
り、それによって、接地要素のハウジング接触部分は、側方に突出し、コンタクトインサ
ートをコネクタハウジングにはめ込む際に、電気的に接触しながら、コネクタハウジング
の内壁と接し得る。
【００４１】
　具体的な一実施形態において、接地要素は、例えば差し込み方向に対して横に延在する
接続部分を有しており、当該接続部分には、ハウジング接触部分と、接続部分に配置され
た、接地接触要素と電気的に接続するための接触タブとが配置されている。この場合、当
該接続部分は、ハウジング接触部分及び接触タブの電気的接続のための電流バーを実現す
る。接触タブは、支持するように、配設された接地接触要素に接しており、その結果、接
触タブを通じて、接地接触要素との電気的接触が存在する。
【００４２】
　有利な一実施形態では、ハウジング接触部分は、差し込み方向に対して弾性的である。
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これは特に、コンタクトインサートをコネクタハウジングにはめ込む際に、ハウジング接
触部分がコネクタハウジングと電気的に接触しながら、ハウジング接触部分が、コネクタ
ハウジングの内壁上を摺動することを可能にする。
【００４３】
　当該アセンブリは、好ましくはコネクタ部材の構成要素であり、特に負荷の高い環境に
おいて使用するための、重いコネクタ部材の構成要素である。実に様々なコンタクトイン
サートからの選択によって、その際に、モジュール式のコネクタ部材が形成可能であり、
当該コネクタ部材は、特化した方法で、特定の使用に適応しており、そのために、接触要
素のアセンブリを備えた適切な嵌合面を有している。
【００４４】
　以下において、本発明が基づく思想を、図に示された実施例を基に、詳細に説明する。
示されているのは、以下の図である。
【図面の簡単な説明】
【００４５】
【図１】第１の実施例に係るコネクタ部材のためのコンタクトインサートを示す図である
。
【図２】コンタクトインサートの接地要素を示す図である。
【図３】コネクタ部材のための、図１及び図２に係るコンタクトインサートを補完するコ
ンタクトインサートの実施例を示す図である。
【図４】コンタクトインサートの接地要素を示す図である。
【図５】別の実施例に係る、コネクタ部材のためのコンタクトインサートを示す図である
。
【図６】コンタクトインサートの接地要素を示す図である。
【図７】コンタクトインサートを示す別の図である。
【図８】さらに別の実施例に係る、コネクタ部材のためのコンタクトインサートを示す図
である。
【図９】コンタクトインサートの接地要素を示す図である。
【図１０】コンタクトインサートを示す別の図である。
【図１１】コンタクトインサートのさらに別の実施例を示す図である。
【図１２】コンタクトインサートのさらに別の実施例を示す図である。
【図１３】コンタクトインサートの接地要素を示す図である。
【図１４】差し込み方向に沿って差し込むことで、互いに接続され得る２つのコネクタ部
材を概略的に示す図である。
【図１５】コンタクトインサートのさらに別の実施例を示す図である。
【図１６】図１５に係るコンタクトインサートを、組み立てられた状態で示す図である。
【図１７】コンタクトインサートのさらに別の実施例を示す図である。
【図１８】図１７に係るコンタクトインサートを、組み立てられた状態で示す図である。
【図１９】コンタクトインサートのさらに別の実施例を示す図である。
【図２０】図１９に係るコンタクトインサートを、組み立てられた状態で示す図である。
【図２１】コンタクトインサートのさらに別の実施例を示す図である。
【図２２】図２１に係るコンタクトインサートを、組み立てられた状態で示す図である。
【図２３】コンタクトインサートの接地要素を個別に示した図である。
【発明を実施するための形態】
【００４６】
　図１４は、差し込み方向Ｅに沿って差し込むことによって、互いに接続され得る２つの
コネクタ部材１、３を概略的に示す図である。
【００４７】
　各コネクタ部材１、３は、コネクタハウジング１０、３０を有しており、当該コネクタ
ハウジング内には、コンタクトインサート２、４がそれぞれ、その上に配置された接触要
素と共に受容されている。ケーブル差込口１１、３１を通じて、ケーブル１２、３２はそ
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れぞれ、コネクタハウジング１０、３０に接続され、コネクタハウジング１０、３０内部
において、それぞれ配設されたコンタクトインサート２、４の接触要素に電気的に接続さ
れている。
【００４８】
　ここで記載しておくべきことに、本発明は、手で扱うことが可能であるコネクタハウジ
ングを有するコネクタ部材において使用され得るだけではなく、例えば配電盤等の電気設
備に設けられたコネクタ部材でも使用可能であり、当該電気設備においては、コンタクト
インサートが、例えば配電盤の壁等の機器の壁に固定され得る。
【００４９】
　図１及び図２は、コンタクトインサート２の第１の実施例を示しており、コンタクトイ
ンサート２は、コネクタ部材１を構成するために、コネクタハウジング１０（図１４を参
照）にはめ込まれるべきものである。
【００５０】
　コンタクトインサート２は、電気絶縁（プラスチック）材料から形成された絶縁体２０
を有している。絶縁体２０は、差し込み部分２０６を構成しており、当該差し込み部分は
、２つの互いに配設されたコネクタ部材１、３を接続するために、補完的な、図３及び図
４に示されたコンタクトインサート４の差し込み部分４０６に接続可能であり、そのため
に、差し込み方向Ｅにおいて、コンタクトインサート４の差し込み部分４０６の差し込み
開口部４００に差し込まれ得る。
【００５１】
　差し込み部分２０６には、差し込み開口部２００が形成されており、差し込み開口部２
００内には、接触要素２２が配置されており、接触要素２２は、接触ピンとして構成され
ており、コンタクトインサート４の差し込み部分４０６の差し込み開口部４００内部の接
触ソケットの形状を有する接触要素４２との電気的接触に用いられる。
【００５２】
　絶縁体２０の下側部分２０３には、カバー要素２１が配置されており、カバー要素２１
は、下側部分２０３を、包囲部分２１０で取り囲んでおり、固定プレート２１１を通じて
、下側部分２０３の固定要素２０４の固定プレート２１１内の開口部２１２への係合によ
って、下側部分２３に形状接続的に固定されている（図１では、固定プレート２１１のみ
が視認できる。向かい側では、カバー要素２１は、さらなる固定プレート２１１を有して
いる）。
【００５３】
　差し込み部分２０６に対して横に、側面において、固定部分２０２は、配設されたコネ
クタハウジング１０内部でコンタクトインサート２を固定するために突出している。反対
側では、絶縁体２０に、接地要素２３が配置されており、接地要素２３は別個に、図２に
示されており、差し込み部分２０６から突出した取り付けウェブ２０５によって、絶縁体
２０に対して支持されている。
【００５４】
　接地要素２３は、ハウジング接触部分２３１を有しており、ハウジング接触部分２３１
は、フランジ部分として、差し込み部分２０６から横に突出し（接地要素２３が絶縁体２
０に取り付けられている場合）、固定開口部２３２を有しており、固定開口部２３２を通
じて、コンタクトインサート２の配設されたコネクタハウジング１０との固定が形成され
得る。
【００５５】
　ハウジング接触部分２３１には、平面部分２３３が接続されており、平面部分２３３内
には、固定開口部２３５が、ネジとして構成された固定要素２３６を用いて接地要素２３
を絶縁体２０に固定するために配置されており、平面部分２３３からは、絶縁体２０に向
かって、形状接続要素２３４が、絶縁体２０に係合するために突出し、反対方向には、突
起要素２３８が突出している。形状接続要素２３４によって、接地要素２３は、正しい位
置で、絶縁体２０に固定される。それに対して、形状接続要素２３８は、ネジとして構成
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された固定要素２３６を回転させる際に、ワッシャ２３９（図１を参照）が共に回転する
ことを防止するために用いられる。
【００５６】
　平面部分２３３に接続されている接触部分２３７を通じて、接地線は、例えば圧着によ
って、接地要素２３に接続され得る。
【００５７】
　代替的に、接地線は、ネジとして構成された固定要素２３６を通じて、接地要素２３に
固定され得る。
【００５８】
　接地要素２３が、絶縁体２０に接して配置されている場合、接地要素２３と一体的に、
接地接触要素２３０が成形されており、接地接触要素２３０は、図１から明らかであるよ
うに、差し込み部分２０６に沿って長手方向に延在しており、差し込み部分２０６の外側
に位置するようになる。
【００５９】
　接地接触要素２３０は、二重の機能を有している。第１に、接地接触要素２３０は、コ
ンタクトインサート２に配設されたコネクタ部材１と、コンタクトインサート４（図３及
び図４を参照）に配設されたコネクタ部材３とのプラグイン接続の際に、コンタクトイン
サート４の接地要素４３の接地接触要素４３０との電気的接触を形成するために用いられ
る。従って、接地接触要素２３０を通じて、コンタクトインサート２と４との間に接地が
形成される。第２に、接地接触要素２３０は、（差し込み部分２０６の接地要素２３に背
向する側に構成された）コーディング要素２０１と協働して、コンタクトインサート２の
ためのコーディングを供給するために用いられ、当該コーディングは、一つのみの位置及
び方向における、コンタクトインサート２と配設されたコンタクトインサート４との接続
を可能にする。コーディングは、コーディング要素２０１と接地接触要素２３０とが異な
る幅を有し、従って、差し込み部分２０６の差し込み開口部４００への差し込みが、コー
ディング要素２０１を、配設された、ウェブによって形成された差し込み部分４０６のコ
ーディング要素４０７に押し込む場合、及び、接地接触要素２３０を、その領域にコンタ
クトインサート４の接地要素４３の接地接触要素４３０が配置されている、向かい側のコ
ーディング要素４０１に押し込む場合にのみ可能であることによってもたらされる。
【００６０】
　コネクタハウジング１０にはめ込まれたコンタクトインサート２において、接地要素２
３のハウジング接触部分２３１は、電気的に接触するように、コネクタハウジング１０に
内側において接しており、それによって、金属製のコネクタハウジング１０において、コ
ネクタハウジング１０での接地が行われ、従って、コネクタハウジング１０は、接地電位
にある。その際、固定開口部２３２を通じた、ハウジング接触部分２３１のコネクタハウ
ジング１０への直接の固定によって、コネクタハウジング１０と平面で接することが保証
され、それによって、電気的な接触が保証されている。
【００６１】
　補完的なコンタクトインサート４との接地接触は、接地要素２３０を通じて行われ、接
地要素２３０は、コネクタ部材１、３のプラグイン接続の際に、接地接触要素４３０上を
、コンタクトインサート４の差し込み部分４０６の差し込み開口部４００の内側において
摺動し、それによって電気的に接触する。
【００６２】
　図３及び図４に示された、図１及び図２に係るコンタクトインサート２を補完するコン
タクトインサート４は、図１及び図２のコンタクトインサート２と同様に、下側部分４０
３を有しており、下側部分４０３は、差し込み部分４０６に接続され、下側部分４０３に
は、カバー要素４１が配置されている。カバー要素４１は、下側部分４０３を、包囲部分
４１０で取り囲んでおり、固定プレート４１１を通じて、下側部分４０３上の固定要素４
０４の、固定プレート４１１内の固定開口部４１２への係合によって、固定するように、
下側部分４０３に接続されている。
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【００６３】
　図４に個別に示された接地要素４３は、図２に係る接地要素２３と、機能的には同一で
あり、特にハウジング接触部分４３１及びハウジング接触部分４３１内に形成された固定
開口部４３２と、固定部分４３１に接続されている平面部分４３３及び平面部分４３３内
に形成された固定開口部４３５とを有している。平面部分４３３からは、形状接続要素４
３４と突起要素４３８とが突出している。平面部分４３３に接続された接触部分４３７を
通じて、接地線は、例えば圧着を用いて、接地要素４３に接続可能であり、代替的に、接
地線は、固定要素４３６を通じて、ねじこむように、接地要素４３と接続されていてもよ
い。
【００６４】
　接地要素４３に一体的に成形された接地接触要素４３０は、接地要素４３が絶縁体４０
に接して配置されている場合、コーディング要素４０１の領域において差し込み開口部４
００の内側に、すなわち差し込み方向Ｅに沿って長手方向に延在するコーディング要素４
０１のウェブの間に位置するようになり、従って、コーディング要素４０１の構成要素で
ある。コンタクトインサート４とコンタクトインサート２とのプラグイン接続に際して、
コンタクトインサート２の接地接触要素２３０は、コンタクトインサート４の接地接触要
素４３０上を摺動し、それによって、コンタクトインサート２と４との間に、接地電気接
続を形成する。
【００６５】
　図５から図７に示されたコンタクトインサート２の実施例では、絶縁体２０の差し込み
部分２０６に、接触要素の受容に用いられる差し込み開口部２００が形成されている。側
方では、差し込み部分２０６から、コーディング要素２０１が突出している。
【００６６】
　差し込み部分２０６には、下側部分２０３が接続されており、下側部分２０３からは、
差し込み方向Ｅに対して横に、差し込み部分２０６への移行領域において、差し込み方向
Ｅに対して横のフランジの形状を有する固定部分２０２が突出している。固定部分２０２
には、固定開口部２０７が形成されており、固定開口部２０７を通じて、コンタクトイン
サート２は、配設されたコネクタハウジング１０の内部に固定され得る。
【００６７】
　絶縁体２０は、電気絶縁（プラスチック）材料から構成されており、図示された実施例
の場合は、射出成形を用いて製造されている。その際、図６において個別に示されている
ように、接地要素２４は、絶縁体２０の材料によってインサート成形されており、それに
よって、ハウジング接触部分２４２は、固定部分２０２の領域に位置するようになり、図
７から明らかであるように、固定部分２０２の、差し込み部分２０６に背向する側におい
て露出している。従って、ハウジング接触部分２４２を通じて、配設されたコネクタハウ
ジング１０内に配置されたコンタクトインサート２において、コネクタハウジング１０と
の電気的接触が行われ得る。
【００６８】
　接地要素２４は、電流バー様の接続部分２４０を有しており、接続部分２４０には、一
方ではハウジング接触部分２４２が、他方では配設された接地接触要素２２０と接触する
ための接触部分２４５が配置されている。曲げ部分２４１を通じて接続部分２４０に接続
されたハウジング接触部分２４２は、開口部２４３を有しており、開口部２４３は、図５
及び図７から明らかであるように、絶縁体２０の配設された固定部分２０２の配設された
固定開口部２０７と位置合わせされている。それに対して、部分２４４を通じて接続部分
２４０と接続された接触部分２４５は、開口部２４６を有しており、差し込み部分２０６
の差し込み開口部２００内にはめ込まれた接地接触要素２２０は、開口部２４６を貫通し
ており、それによって、接地要素２４との電気的接触が形成されている。
【００６９】
　コンタクトインサート２が、配設されたコネクタハウジング１０にはめ込まれている場
合、ハウジング接触部分２４２がコネクタハウジング１０と電気的に接触するように接し
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ており、接触部分２４５が接地接触要素２２０と電気的に接続されていることを通じて、
コネクタハウジング１０は、接地接触要素２２０と電気的に接続され、接地接触要素２２
０には、接地線が接続されていてよい。コンタクトインサート２の、相手側コネクタ部材
の配設された補完的なコンタクトインサートとのプラグイン接続の際に、接地接触要素２
２０は、さらに、配設された相手側接触要素と接触し、それによって、相手側コネクタ部
材との接地が形成される。
【００７０】
　接地要素２４は、その部分２４０～２４２、２４４、２４５で、例えば一体型の金属薄
板曲げ部材として形成されていてよい。絶縁体２０を製造するために、接地要素２４は、
絶縁体２０を形成するための射出成形型にはめ込まれ、絶縁体２０の射出成形の際に、絶
縁体２０の材料によってインサート成形される。
【００７１】
　コンタクトインサート４の別の実施例では、図８から図１０に示されているように、接
地要素４４は、金属射出成形部品として、絶縁体４０の差し込み部分４０６に形成されて
おり、それによって、ハウジング接触部分４４２は、固定部分４０２の領域において、差
し込み部分４０６の下側に位置することになり、配設されたコネクタハウジング３０には
め込まれたコンタクトインサート４において、ハウジング接触部分４４２が平面的に、コ
ネクタハウジング３０に接し、コネクタハウジング３０と電気的に接触するように、外側
からアクセス可能である。
【００７２】
　接地要素４４は、接続部分４４０を有しており、接続部分４４０は、ハウジング接触部
分４４２を接触部分４４５と接続し、接続部分４４５を通じて、接地要素４４は、配設さ
れた接地接触要素４２０と電気的に接続されている。従って、接地要素４４を通じて、コ
ネクタハウジング３０と接地接触要素４２０との間に電気的接続が形成され、接地接触要
素４２０にはやはり、接地線が接続されていてよく、配設された相手側コネクタ部材との
プラグイン接続の際に、相手側コネクタ部材との電気的接触と、従って、共通の接地とが
行われる。
【００７３】
　差し込み部分４０６の下側の固定部分４０２は、図示された実施例では、下側部分４０
３への移行部におけるレッジとして構成されている。図１０から明らかであるように、こ
の固定部分４０２の領域に、接地要素４４のハウジング接触部分４４２が位置するように
なる。
【００７４】
　図示された実施例では、接地要素４４は、金属射出成形部品として製造されている。接
地要素４４の製造は、すでに存在する絶縁体４０において、例えば液体のスズ合金又は低
い融点を有するその他の金属合金を、絶縁体４０にそのために設けられた開口部に注入す
ることによって行われ得る。
【００７５】
　図１１に示されたコンタクトインサート２の実施例では、接地要素２５はカバー要素２
１に取り付けられており、カバー要素２１が、絶縁体２０の下側部分２０３と接続されて
いる場合、カバー要素２１と絶縁体２０との間に保持されている。
【００７６】
　カバー要素２１は、底部２１３と、底部２１３内に形成された、接触要素２２を受容す
るための開口部２１４とを有している。開口部２１４には、支持部分２１５が形成されて
おり、支持部分２１５は、ピン様に、底部２１３から突出し、接触要素２２を支持するた
めに用いられる。
【００７７】
　カバー要素２１は、包囲部分２１０を有しており、包囲部分２１０は、図１にも示され
ているように、取り付けられた位置において、下側部分２０３を取り囲んでいる。包囲部
分２１０から突出した固定プレート２１０は、固定開口部２１２を有しており、固定開口
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部２１２は、カバー要素２１が取り付けられた場合、固定要素２０４で、下側部分２０３
に固定するように係合し、それによって、カバー要素２１と下側部分２０３との形状接続
的な接続を形成している。
【００７８】
　接地要素２５は、横に延在する、ビーム様の接続部分２５０を有しており、接続部分２
５０からは、上に向かって、差し込み部分２０６の方向に、接触タブ２５１が突出してお
り、接続部分２５０の側方には、ハウジング接触部分２５２が配置されている。接地要素
２５は、その接続部分２５０で、底部２１３の溝２１７にはめ込まれており、ハウジング
接触部分２５２で、包囲部分２１０の開口部２１６にはめ込まれ、それによって、ハウジ
ング接触部分２５２は、側方で、カバー要素２１から、包囲しているコネクタハウジング
１０の方向に突出している。
【００７９】
　接地接触要素２２０は、カバー要素２１の底部２１３の開口部２１４にはめ込まれてお
り、電気的に接触しながら、接地要素２５の接触タブ２５１と接している。コネクタハウ
ジング１０にはめ込まれたコンタクトインサート２においては、接地要素２５は、ハウジ
ング接触部分２５２を通じて、さらにコネクタハウジング１０と接触しており、それによ
って、コネクタハウジング１０は、接地接触要素２２０と電気的に接続されている。
【００８０】
　接地接触要素２２０には、やはり接地線が接続されていてよく、さらに、接地接触要素
２２０は、配設された相手側コネクタ部材とのプラグイン接続に際して、相手側コネクタ
部材の相手側接触要素と接触し、それによって、コネクタ部材の間に共通の接地電位が存
在する。
【００８１】
　図１２及び図１３に係る実施例は、以下において異なる言及がなされない限り、図１１
を用いて上述された実施例と、機能的に概ね同一である。
【００８２】
　しかしながら、図１１に係る実施例とは異なり、図１２及び図１３に係る実施例の場合
、接地要素２５は、形状接続的にカバー要素２１に取り付けられているのではなく、カバ
ー要素２１の材料でインサート成形されている。従って、接地要素２５は、カバー要素２
１に一体的に保持され、その結果、図１２から明らかであるように、接地要素２５は、側
方で、そのハウジング接触部分２５２で、カバー要素２１に対して突出しており、それに
よって、コンタクトインサート２がコネクタハウジング１０にはめ込まれている場合、接
地要素２５のコネクタハウジング１０との電気的接触が行われる。
【００８３】
　製造のために、接地要素２５は、カバー要素２１を製造するための射出成形型にはめ込
まれ、カバー要素２１の射出成形の際に、カバー要素２１の材料でインサート成形される
。
【００８４】
　その他の点では、図１１に係る実施例に関する上述の記載が、完全に参照されるべきで
ある。
【００８５】
　図１１、図１２及び図１３に係る実施例では、ハウジング接触部分２５２は、差し込み
方向Ｅに対して横に弾性を有しており、それによって、コンタクトインサート２を、配設
されたコネクタハウジング１０に容易にはめ込むことが可能になり、さらに、コンタクト
インサート２がはめ込まれた場合に、ハウジング接触部分２５２が、弾性的なプレテンシ
ョンを受けて、コネクタハウジング１０に接することがもたらされる。
【００８６】
　図１５及び図１６は、コンタクトインサート２の、さらに別の実施例を示しており、コ
ンタクトインサート２は、絶縁体２０と、絶縁体２０に取り付けられるべきカバー要素２
１とを有している。絶縁体２０には、接触要素２２と接地接触要素２２０とが配置されて
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いる。絶縁体２０は、差し込み部分２０６を構成しており、差し込み部分２０６を通じて
、コンタクトインサート２は、配設された相手側コネクタ部材と、差し込み方向Ｅに沿っ
て差し込まれることによって接続可能であり、この方法によって、接触要素２２及び接地
接触要素２２０も、相手側コネクタ部材と電気的に接触する。
【００８７】
　カバー要素２１内の開口部２１４を通じて、電線が接触要素２２に、接地線が接地接触
要素２２０に接続され得る。
【００８８】
　絶縁体２０には、接地要素２６が配置されており、接地要素２６は、フランジの形状を
有するハウジング接触部分２６１で、絶縁体２０上の段の形状を有する固定部分２０２に
取り付けられ、固定開口部２６２の形状を有する固定位置を有しており、固定開口部２６
２を通じて、コンタクトインサート２は、コネクタハウジング１０（図１４を参照）の内
部に固定可能であり、それによって、ハウジング接触部分２６１は、コネクタハウジング
１０と電気的に接触し、従って、コネクタハウジング１０は接地に加えられている。
【００８９】
　複数回にわたって折り曲げられた接続部分２６０を通じて、ハウジング接触部分２６１
は、弾性スイッチの形状を有する接触部分２６３と接続されており、接触部分２６３は、
接地接触要素２２０のための受容部を形成し、組み立てられた位置（図１６）において、
電気的に接触しながら、接地接触要素２２０に接している。接触部分２６３は、当該実施
例では弾性を有するように構成されており、従って、コンタクトインサート２が組み立て
られた場合に、バネで付勢され、確実に電気的に接触しながら、接地接触要素２２０の外
側表面に接している。
【００９０】
　接地接触要素２２０は、絶縁体２０と固定されており、それによって、接地接触要素２
２０の端部は、絶縁体２０の差し込み部分２０６の領域に突出し、従って、配設された相
手側コネクタ部材と接続され得る。接地要素２６は、絶縁体２０に接して配置されており
、接続部分２６０で、接触要素２２が配置されている絶縁体２０の本体部分２０８を取り
囲んでおり、それによって、接触部分２６３を通じて、接地接触要素２２０は、中央の位
置において、絶縁体２０に接触している。
【００９１】
　図１７及び図１８に示されたコンタクトインサート２の実施例では、２つの接地要素２
７が、絶縁体２０の両側で、絶縁体２０の固定部分２０２に配置されており、それによっ
て、絶縁体２０に支持されている。各接地要素２７は、フランジの形状を有するハウジン
グ接触部分２７１を有しており、ハウジング接触部分２７１は、絶縁体２０の配設された
固定部分２０２に接しており、固定開口部２７２の形状を有する、コネクタハウジング１
０（図１４を参照）内にコンタクトインサート２を固定するための固定位置を有している
。各ハウジング接触部分２７１は、従って、コネクタハウジング１０内に配置されたコン
タクトインサート２において、コネクタハウジング１０と電気的に接触している。
【００９２】
　各ハウジング接触部分２７１からは、２つの接続部分２７０が延在しており、これらの
接続部分２７０は、配設されたハウジング接触部分２７１に対して曲げられ、複数回にわ
たり折り曲げられ、接触タブの形状を有する接触部分２７３を支持しており、接触部分２
７３を通じて、絶縁体２０の中央に配置された接地接触要素２２０は、電気的に接触され
ている。接続部分２７０は、接触要素２２が配置された絶縁体２０の本体部分２０８を取
り囲んでいる。
【００９３】
　組み立てられたコンタクトインサート２（図１８）において、接地要素２７の接触部分
２７３は、接地接触要素２２０を自身の間に受容し、従って、共に接地接触要素２２０に
接触する。その際、各接地要素２７は、２つの接触部分２７３を有しており、これらの接
触部分２７３は、接続部分２７０と共に、弾性を有するように構成されており、それによ
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って、接触部分２７３を通じて、接地接触要素２２０の確実な電気的接触がもたらされる
。
【００９４】
　絶縁体２０は、やはり差し込み部分２０６を構成しており、差し込み部分２０６を通じ
て、コンタクトインサート２は、配設された相手側コネクタ部材と、差し込み方向Ｅに沿
って接続可能であり、それによって、接触要素２２と接地接触要素２２０とが電気的に接
触する。その際、接地要素２７は、絶縁体２０の、差し込み部分１０６に背向する側にお
いて、下側部分２０３に配置されている。
【００９５】
　組み立てられたコンタクトインサート２において、カバー要素２１は、絶縁体２０に取
り付けられている（図１８を参照）。カバー要素２１内の開口部２１４を通じて、電線が
接触要素２２に接続され、接地線が接地接触要素２２０に接続されていてよい。
【００９６】
　図１９及び図２０に示されているコンタクトインサート２の実施例では、やはり２つの
接地要素２８が、絶縁体２０の両側に配置されており、接触部分２８３を通じて、絶縁体
２０の中央に配置された接地接触要素２２が電気的に接触される。接地要素２８はそれぞ
れ、フランジの形状を有するハウジング接触部分２８１と、ハウジング接触部分２８１上
に形成された、固定開口部２８２の形状を有する固定位置とを有している。ハウジング接
触部分２８１は、絶縁体２０の固定部分２０２に接しており、コネクタハウジング１０を
電気接地に加えながら、コンタクトインサート２を、配設されたコネクタハウジング１０
内に固定することを可能にする。
【００９７】
　各接地要素２８は、２つの、複数回にわたり折り曲げられ、ハウジング接触部分２８１
に対して曲げられた接続部分２８０を有しており、接続部分２８０はそれぞれ、曲げられ
た接触ラグの形状を有する接触部分２８３を支持している。接地要素２８の接触部分２８
３は、組み立てられたコンタクトインサート２において、接地接触要素２２０を自身の間
に受容し、従って、接地接触要素２２０と接触する。
【００９８】
　接続部分２８０はそれぞれ、絶縁体２２の配設された本体部分２０８を取り囲んでおり
、それによって、絶縁体２０の中央に配置された接地接触要素２２０と電気的に接触する
。
【００９９】
　図２０に示されているように、組み立てられたコンタクトインサート２において、カバ
ー要素２１は、絶縁体２０に取り付けられている。カバー要素２１は、開口部２１４を有
しており、開口部２１４を通じて、電線が接触要素２２に、接地線が接地接触要素２２０
に接続され得る。
【０１００】
　コンタクトインサート２の、図２１から図２３に示された実施例では、接地要素２９は
、絶縁体２０に接して配置されている。接地要素２９は、ハウジング接触部分２９１を有
しており、ハウジング接触部分２９１は、絶縁体２０上の段の形状を有する固定部分２０
２に接しており、固定開口部２９２の形状を有する固定位置を有しており、固定開口部２
９２を通じて、コンタクトインサート２は、コネクタハウジング１０内部に固定可能であ
り、それによって、接地要素２９は、コネクタハウジング１０と電気的に接触し、従って
、コネクタハウジング１０は、接地に加えられている。
【０１０１】
　ハウジング接触部分２９１からは、Ｃ字形の接続部分２９０が延在しており、接続部分
２９０は、ハウジング接触部分２９１から離れて、曲げられた端部２９３で、例えばクラ
ンプ接続、ネジ接続若しくはリベット接続、又は、はんだ付け若しくは溶接を通じて、接
地接触要素２２０に固く接続されている。
【０１０２】
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　従って、当該実施例では、接地接触要素２２０は、接地要素２９に固く接続されており
、接地要素２９が絶縁体２０に取り付けられていることによって、接地接触要素２２０も
また、絶縁体２０に配置される。
【０１０３】
　取り付けられた位置において、接地要素２９は、そのＣ字形の接続部分２９０で、接触
要素２２が配置された絶縁体２０の本体部分２０８を取り囲んでいる。
【０１０４】
　接続部分２９０には、ハウジング接触部分２９１に対向する側において、ネジの形状を
有する固定要素２９６が配置されており、固定要素２９６は、接続部分２９０のネジ穴２
９５に螺入されている。ナット２９７は、ネジの形状を有する固定要素２９６と嵌合係合
し、さらに、ストッパ要素２９４を通じて、接続部分２９０に支持されており、それによ
って、ネジの形状を有する固定要素２９６の回転の際に、ナット２９７は共に動くことが
できない。
【０１０５】
　固定要素２９６を通じて、接地線が接地要素２９に接続可能であり、この方法で、接地
要素２９において、及び、さらにコンタクトインサート２が内部に取り付けられているコ
ネクタハウジング１０においても、接地がもたらされる。
【０１０６】
　絶縁体２０には、カバー要素２１が取り付けられており、カバー要素２１は、開口部２
１４を有しており、開口部２１４を通じて、電線が、接触要素２２に接続され得る。
【０１０７】
　本発明が基づく思想は、上述の実施例に限定されるものではなく、基本的に、全く性質
の異なる方法でも実現される。
【０１０８】
　ここで記載された種類のコネクタ部材には、モジュール式に、様々なコンタクトインサ
ートを設けることが可能であり、接地要素を通じて、コネクタ部材の（導電性を有する）
コネクタハウジングの電気的接触及び接地が行われる。
【０１０９】
　このようなコネクタ部材は、手動で、配設された相手側コネクタ部材と接続可能ではあ
るが、例えば配電盤等の電気設備の構成要素であってもよい。
【０１１０】
　　１　コネクタ部材
　　１０　コネクタハウジング
　　１１　ケーブル差込口
　　１２　ケーブル
　　２　コンタクトインサート
　　２０　絶縁体
　　２００　差し込み開口部
　　２０１　コーディング要素
　　２０２　固定部分
　　２０３　下側部分
　　２０４　固定要素
　　２０５　取り付けウェブ
　　２０６　差し込み部分
　　２０７　固定位置
　　２０８　本体部分（本体）
　　２１　カバー要素
　　２１０　包囲部分
　　２１１　固定プレート
　　２１２　固定開口部
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　　２１３　底部
　　２１４　開口部
　　２１５　支持部分
　　２１６　開口部
　　２１７　溝
　　２２　接触要素
　　２２０　接地接触要素
　　２３　接地要素
　　２３０　接地接触要素
　　２３１　ハウジング接触部分
　　２３２　固定開口部
　　２３３　平面部分
　　２３４　形状接続要素
　　２３５　固定開口部
　　２３６　固定要素（ネジ）
　　２３７　接触部分
　　２３８　突起要素
　　２３９　ワッシャ
　　２４　接地要素
　　２４０　接続部分
　　２４１　曲げ部分
　　２４２　ハウジング接触部分
　　２４３　固定開口部
　　２４４　突出部分
　　２４５　接触部分
　　２４６　開口部
　　２５　接地要素
　　２５０　接続部分
　　２５１　接触タブ
　　２５２　ハウジング接触部分
　　２６　接地要素
　　２６０　接続部分
　　２６１　ハウジング接触部分
　　２６２　固定開口部
　　２６３　接触部分
　　２７　接地要素
　　２７０　接続部分
　　２７１　ハウジング接触部分
　　２７２　固定開口部
　　２７３　接触部分
　　２８　接地要素
　　２８０　接続部分
　　２８１　ハウジング接触部分
　　２８２　固定開口部
　　２８３　接触部分
　　２９　接地要素
　　２９０　接続部分
　　２９１　ハウジング接触部分
　　２９２　固定開口部
　　２９３　接触部分
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　　２９４　ストッパ要素
　　２９５　固定開口部
　　２９６　固定要素
　　２９７　ナット
　　３　コネクタ部材
　　３０　コネクタハウジング
　　３１　ケーブル差込口
　　３２　ケーブル
　　４　コンタクトインサート
　　４０　絶縁体
　　４００　差し込み開口部
　　４０１　コーディング要素
　　４０２　固定部分
　　４０３　下側部分
　　４０４　固定要素
　　４０６　差し込み部分
　　４０７　コーディング要素
　　４１　カバー要素
　　４１０　包囲部分
　　４１１　固定プレート
　　４１２　固定開口部
　　４２　接触要素
　　４２０　接地接触要素
　　４３　接地要素
　　４３０　接地接触要素
　　４３１　ハウジング接触部分
　　４３２　固定開口部
　　４３３　平面部分
　　４３４　形状接続要素
　　４３５　固定開口部
　　４３６　固定要素（ネジ）
　　４３７　接触部分
　　４３８　突起要素
　　４３９　ワッシャ
　　４４　接地要素
　　４４０　接続部分
　　４４２　ハウジング接触部分
　　４４３　固定開口部
　　４４５　接触部分
　　Ｅ　差し込み方向
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【図７】 【図８】
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【図１０】 【図１１】

【図１２】 【図１３】
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【図１４】 【図１５】

【図１６】 【図１７】
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【図１８】 【図１９】

【図２０】 【図２１】
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【要約の続き】
接続されており、前記ハウジング接触部分（２３１、２４２、２５２、４３１、４４２）は、前記コンタクトインサ
ート（２、４）が前記コネクタハウジング（１０、３０）に接続されている場合に、前記コネクタハウジング（１０
、３０）と電気的に接触するように構成されている。このような方法で、金属製のコネクタハウジングの使用を容易
かつ有利な方法で可能にする、コネクタ部材のためのアセンブリが供給される。
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